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小
田
部
落
会
は
、
総
務
、
環

境
衛
生
、
文
化
体
育
、
福
祉
厚

生
の
四
部
で
構
成
さ
れ
、
各
部

長
が
中
心
と
な
り
、
事
業
の
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
主
な
活
動
は
、
春
に

は
馬
淵
川
横
断
鯉
の
ぼ
り
の
掲

揚
や
眞
山
神
社
で
の
花
見
会
、

夏
は
世
代
間
交
流
農
園
の
そ
ば

の
作
付
け
や
ふ
れ
あ
い
祭
り
、

秋
の
収
穫
祭
な
ど
が
恒
例
行
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
花
見
会
は
、
朝
か
ら

雨
模
様
の
た
め
、
旧
小
田
保
育

園
で
行
い
ま
し
た
。
満
開
と
な

っ
た
眞
山
神
社
の
桜
の
下
で
開

催
で
き
な
く
て
残
念
で
し
た

が
、
大
勢
の
参
加
者
が
あ
り
、

楽
し
い
春
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
区
で
は
、
積
極
的
に
景
観

形
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

建
物
の
色
合
い
な
ど
に
配
慮
し

た
り
、
地
区
内
の
沿
道
を
「
フ

ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
小
田
」
と
名
付

け
、
会
員
総
出
で
整
備
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
神
社
と
隣
接
す

る
眞
山
親
水
公
園
付
近
は
農
村

の
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
、
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
田
地
区
で
も
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
昨
年
三
月
に
小
田
小

学
校
が
百
二
十
六
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
寂
し
く
な
り
ま
し

が
、
昨
年
十
一
月
に
は
校
舎
の

一
部
を
利
用
し
た
「
小
田
や
す

ら
ぎ
の
家
民
俗
資
料
館
」
を
開

館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
小
田
念
仏
剣
舞
の
伝

承
な
ど
世
代
間
の
交
流
を
通
じ

て
歴
史
と
文
化
の
継
承
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

道行く人を楽しませる鯉のぼり

◇
文
・
写
真
　
自
治
会
提
供

上
野
喜
久
雄
会
長
〔
112
世
帯
〕

平
成
２
年
４
月
１
日
設
立

小
田
部
落
会

小田

まちづくりの原動力「自治会」
の活動を紹介します。

大石　良雄（82 田 代）春　雄
田口　五郎（79 小屋瀬）笹渡ハナヱ
遠藤　良八（76 茶屋場）良　八
野中　トミ（87 新 町）章　二
闍橋キクヨ（93 茶屋場）キクヨ
上野ツヨノ（82 星 野）竹花定吉
畑福要之助（85 名前端）要之助
辻　　信一（78 城内小路）義　信
近藤　チヱ（79 田 子）良　亮
下道　忠士（63 泉 田）めぐみ
遠藤三太郎（79 星 野）ヨシノ
上路　ヒデ（72 田 子） 明
～以上４月届け出分・敬称略～

〔世帯主〕

町の人口
18.５.1現在 （前 月 比）

男 4,099 人 （－33）
女 4,256 人 （－13）
計 8,355 人 （－16）

世帯数　2,928 戸　（＋06）
（住民基本台帳）
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※広報に載せてほしくない方は届け
出のときに係にお話ください。

千葉　睦　小苗代　光　男
幕田美里　福島県　修一郎（

〔世帯主〕

広
報
室
か
ら

広
報
室
か
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◎
「
食
と
農
」
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
案
で
始
ま
っ
た

鐚
巻
中
二
年
生
の
体
験
学
習
。
く
わ

を
使
っ
て
、土
を
寄
せ
る
の
は
結
構
、

難
し
そ
う
。
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
親

も
登
場
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
、
子
ど
も
た
ち
も
生
き
生

き
と
し
て
い
ま
し
た
。「
食
育
」
は

昔
、
普
通
に
家
庭
で
や
っ
て
（
見
て
）

き
た
こ
と
。
今
は
な
か
な
か
体
験
さ

せ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

収
穫
の
喜
び
は
、
き
っ
と
大
き
い
で

し
ょ
う
。

（
落
合
）

◎
取
材
の
た
め
、
江
刈
小
学
校
の

運
動
会
へ
。
急
き
ょ
応
援
合
戦
の
審

査
員
を
す
る
こ
と
に
。ノ
リ
だ
け
で
、

快
諾
し
た
不
届
き
者
の
わ
た
し
。
子

ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
を
見

て
、
い
つ
し
か
本
気
モ
ー
ド
に
。
構

え
た
カ
メ
ラ
を
小
脇
に
抱
え
、
真
剣

に
ジ
ャ
ッ
ジ
。
紅
白
の
旗
を
高
々
と

上
げ
、飛
び
入
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

あ
れ
？
写
真
は
…
。
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